
月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

課題あそび 製作あそび 音楽あそび 水あそび 運動あそび

7 8 9 10 11 12

運動あそび 屋外あそび 水あそび 製作あそび 課題あそび クッキング

14 15 16 17 18 19

製作あそび 音楽あそび 消防署見学 運動あそび 屋外あそび 製作あそび

21 22 23 24 25 26

お休み お休み お休み クッキング クッキング 運動あそび

（敬老の日） （国民の休日） （秋分の日）

28 29 30

音楽あそび 運動あそび 課題あそび

＜専門職来園日＞
○臨床発達心理士　　　・・・　　　3日（木）、9日（水）、12日（土）、19日（土）
○理学療法士　　　　　　・・・　　　5日（土）、17日（木）、24日（木）
○言語聴覚士（AMのみ）・・・　　　1日（火）、11日（金）、15日（火）、25日（金）、28日（月）、30日（水）
＜今月のあそび＞
・9月は運動会の競技練習を中心に取り組みます。
○運動あそび ・・・かけっこやサーキットに取り組みます。返事やスタートのタイミング、待つことの練習を

　　します。
○課題あそび ・・・親子競技種目の練習に取り組みます。
○屋外あそび ・・・屋外でのかけっこやバルーンの練習に取り組みます。

○製作あそび ・・・敬老の日のプレゼントや運動会の応援グッズ作りに取り組みます。

　こんがりと焼けたお子さん達の顔に、このひと夏の成長を感じます。
まだまだ暑さが続いていますので、引き続き水分補給や室温調整等を行い、今月もセルクで元気いっぱいに
過ごせたらと思います。
　10月の合同運動会に向けて、体操や競技の練習を少しずつ取り入れていきます。運動会当日のご参加
お待ちしております。

9月の活動

お願い
　活動の時間を十分に確保する為、
15分までの登園にご理解とご協力を
お願い致します。



歩路・セルク・トリア合同運動会について

　10月10日(土)に合同運動会を開催いたします。詳細につきましては、別紙プリントをご確認下さい。

　お子さんたちの日頃の活動の成果をご覧いただいたり、一緒に競技に参加していただく機会となればと

　思いますので、ぜひご参加ください。また、参加の有無について9月12日(土)までにお知らせ下さいます

　ようお願いいたします。

キャンセルの連絡について

　　多くの方に利用していただけますよう、利用キャンセルの連絡については、できるだけ前日の夕方までに

　ご連絡下さいますようご理解とご協力をお願いいたします。

　　　持ち物について

　　屋外での活動が増えますので、着替えや汗ふきタオル、帽子を持たせていただきますようお願いいたし

　ます。また、運動に取り組みやすい服装や靴での登園にもご協力いただけたらと思います。

　　　虫よけスプレーについて

　　屋外での活動時に虫さされ予防の為、虫よけスプレーを使用いたします。お子さんの皮膚などの状態に

　より、配慮が必要な場合は職員までお知らせ下さい。

　「集団」について考えてみよう。
　
 新年度が始まってはや5ヶ月余り。歩路・セルク・トリアでの生活には慣れましたか？
　ご利用いただく際に、しばしば「幼稚園や保育園と歩路・セルク・トリアって何が違うの?」というご質問を
受けます。そうですね、一番わかりやすい違いは、活動の際の一クラスのお子さんの人数でしょうか。
一番人数が多いクラスでも、12～13人ほどです。では、なぜこのような少人数のクラス(小集団)で活動
するのだと思われますか?え゛、「たまたまそうなった?」わけでは決してないのですよ！！
　一番の理由は、お子さんたちが「落ち着いた状態で丁寧に一つひとつのことに取り組むため」です。
「ただそれだけ?！」とおっしゃらずに。これが難しいお子さんが少なくありません。例えできる力が芽生えて
いても、周囲の刺激の影響を受けやすく、興奮しやすかったり注意が逸れやすかったり、自分から必要な
はたらきかけができなかったり。このような特性のために、落ち着いた丁寧な取り組み方ができず、大きな
集団のみでは社会で生きていくために求められる力を学びとることが難しい子どもたちがいます。
そういった場合、大人数と比べて刺激の量が少なめである・お子さんのニーズや課題に応じて細かく活動
内容が設定しやすい・必要に応じて個別的な対応をとりやすいといった、小集団で学ぶことがとても有効
です。
　わたしたちはそれぞれのお子さんに応じた集団の大きさというものがあると思っています。ですから、状態や
段階に応じて、幼稚園や保育園といった、歩路・セルク・トリアよりも大きい集団での学びも、応援していま
す。
　ただ、どのような集団場面で何を学んでいくことが適しているかは、それぞれお子さんによって異なります。
併行通園により、小集団療育と大きめの集団とをうまく利用することもいいですね。その際は「保育所等訪問
支援」でもサポートしていきますので、どうぞご利用ください。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨床発達心理士　　松本　みどり
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